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沖積粘土の一軸圧縮強度の変化について 

調査課  岡 淳一 

1. はじめに
ある湾内で複数の調査ボーリングを行い、同

じ沖積粘土層で標準貫入試験、一軸圧縮試験、
圧密試験を実施した。標準貫入試験はいずれも
ハンマー自沈で N値0であったが、一軸圧縮強度
は大きく異なることが判明した。 

2. 調査結果
地盤状態を調べるために、図-1に示す4箇所で

調査ボーリングを実施した。また、平成16年に
既往調査として、3箇所で調査ボーリングを実施
している。図-2に縦断方向の地質断面図を示す。
地質断面図の両端のボーリングが既存で、中央
の2本が今回実施したものである。 

図-1.調査位置平面図（S=1:2,000） 

図-2.地質断面図（H=1:1,000 V=1:400） 

砂質シルト層における N 値と一軸圧縮強度を
表-1に示す。砂質シルト層の N 値は、ほぼ自沈
であるが、一軸圧縮強度は大きく異なっている
ことがわかる。2T-1は qu=13.5kN/m2に対し、3-1
は 20.5kN/m2と大きく変わらないが、2-1は
51.2kN/m2と約4倍程度の差が見られる。 

また、圧密試験の結果（表-2）は、2T-1と3-1

は Po 勾配+25kN/m2のライン上となるが、1-1、
2-1は Po 勾配+40kN/m2のライン上となる。 

表-1.一軸圧縮強度と N値 

表-2.圧密降伏応力と土被り圧の関係 

3. 考察
地質断面図から明らかではあるが、一軸圧縮

強度の差は上部に砂礫層が有るか無いかによ
る。上部の砂礫層は層厚0.5～4m 程度分布してお
り、下位の砂質シルト層は圧密を受けて一軸圧
縮強度が高くなっていると考えられる。 

圧密試験結果から、本地の沖積粘土層は概ね
過圧密状態にあると考えられる。現地状況から
判断して過圧密状態となる原因は、海面水位の
変動、河川の氾濫による土砂の堆積などが考え
られる。また、炭酸塩などによるセメンテーシ
ョン効果で土粒子相互が固結力を増して、強度
増加が起きることも多いと言われている（年代
効果）。 

4. まとめ
標準貫入試験で同程度の値であっても、地盤

の強度は大きく変化することがわかった。同じ
地層で位置が近いからといって、容易に既往の
試験値を採用すると、その後の設計、施工にお
いて大きな間違いに繋がる場合がある。今後も
十分注意していきたいと思う。 

土質分類 砂質シルト 

試料番号 2T-1 1-1 2-1 3-1 

一軸圧縮

強度

(kN/m2) 

13.5 38.1 51.2 20.5 

N 値 0 0 0 1 

ボアホールカメラ実施状況 


